
 10⽉16⽇〜19⽇にアメリカで開催された「2011 International 
Annual Meetings "Fundamental for Lifes; Soil, Crops & Envi-
ronmental Sciences」に、農業環境イベントリーセンターのレオ
ンさんが参加しました。この出張は、⼥性研究者のキャリア育成
⽀援の⼀環で⾏っている海外出張⽀援によるものです。 
 
 本学会は、⽶国作物学会、⽶国農学会と⽶国⼟壌学会に関係す
る研究者が集まる国際的に最も⼤きな集まりで、期間中に、シン
ポジウム、⼝頭・ポスター発表を含む41の分科会でおよそ400の

セッションが⾏われました。今回は、⼝頭発表を⾏うとともに、気候変動または⼟壌炭素と農地管
理に関連するセッションや⼥性研究者の集まりに参加しました。 
 研究⾯では、現在世界各国で進んでいる多くの最新情報を収集することができました。また、⾃
分の研究を発表することは、同じような研究をしている⽅との出会い・情報交換につながり、とて
も有意義と感じました。 
 ⼥性研究者の活動については、WACSES（農学、作物、⼟壌と環境科学における⼥性）のワーク
ショップに参加しました。「⾃分の経歴を他⼈に話すテクニック」をテーマに昼⾷を取りながら⾏
われたディスカッションでは、各国の⼥性のポジティブな姿勢を学ぶことができ、とても刺激的で
した。このほか、AWSS(⼥性⼟壌科学研究者のための組織)の⾏っている⼥性研究者⽀援活動につい
ても貴重な情報を得ました。⼥性⽀援を通して、このようなすばらしい機会が与えられたことを⼼
から感謝いたします。（編注：報告の詳細は、ガルーン掲⽰板で⾒られます） 
 
 新しい窓⼝は、「財団法⼈茨城カウンセリングセンター」になります。 
 詳しくは、ガルーン掲⽰板をご覧ください。 
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＜レオンさんの報告から＞ 

■国際学会に参加してきました。 
報告 

■11⽉より、カウンセリングルームの申込窓⼝が変更になります。 


